
光クレヨンへのAI系クラウド
サービスの導入 

 加藤 太希 

Introduction of AI cloud service to light crayon 

 土井 滋貴 

 Taiki Kato  Shigeki Doi 

奈良工業高等専門学校電気工学科 

National Institute of Technology, Nara College, Department of Electrical Engineering 
 



光クレヨンとは 
光クレヨンシステムとは、スクリーン上に投影された映像
に対して、ポインタから発する可視光によって直接追記
可能なプロジェクションシステムのこと。 

昨年度までの光クレヨンに伴い、 
描いた絵を識別するシステムを搭載させる。 
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UDP通信を利用した光ポインタ 
従来の光クレヨンシステム 

光の点滅による 
可視光通信によって 
ユーザの区別、色変更
4bitデータを送信していた 

1(点灯)  

0(消灯) 

0 1  0 0 

00・・・黒色 
01・・・赤色 
10・・・緑色 
11・・・青色 

ユーザid 

UDP通信を利用するシステム 

リアルタイム性が向上する 

ポート：12345 

光ポインタ PC 

送信パケット 

送信
データ 

送信先 
IPアドレス 

ポート
番号 

データが届いているか確認しない 
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光ポインタの点灯する光の色によってユーザidを認識する 

0 0 1  0 0 1 

送信される6bitデータ 

ユーザid 色データ 

000・・・赤色 
001・・・緑色 
010・・・黄色 
011・・・青色 

ユーザid 

000・・・色なし 
001・・・赤色 
010・・・緑色 
011・・・青色 

色データ 

光ポインタデータ 



UDP通信を利用した光ポインタ 

赤 

青 

ジョイスティック 
ジョイスティックの方向 
から光の色データを 
変更する 

フルカラーLED 
ユーザidから光の色を 
変更する 

ESP-WROOM-02
ボード 

光ポインタ全体図 

緑 

黒 

●UDP通信を利用した光ポインタ 
ESP-WROOM-02ボードを用
いてジョイスティックから入力される
ユーザidと光の色データを無線で
送信する。 

PC 

光ポインタ 

WiFiルータ 
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画像を識別させる (Custom Vision) 

Custom Vision Service 

画像にタグ付けを行い、特徴量を比較することで 
画像の識別をするサービス。 

これにより、光クレヨンで描いた絵が何か識別する。 

Trainingの様子 
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○イメージのアップロード 
ラベル付けした画像をアップロードするか、ラベル付けしてい
ない画像に Custom Vision Service を使ってすばやくタグ付け
する。 

○トレーニング 
ラベル付けした画像を使って Custom Vision Service に学習
させたいコンセプトを伝える。 

○評価 
シンプルな REST API 呼び出しを使用して、新しいカスタム 
コンピューター ビジョン モデルで画像をタグ付けできる。 

○アクティブな学習 
カスタム ビジョン モデルを通して評価された画像が、分類
方法を改善し続けていくためのフィードバック サイクルの
一部になる。 

品
質
向
上 
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① 

② 

③ 
タグ付けをする 
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face(顔)よりも、flower(花)の方が確率
が高い結果に。 
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評価させた画像を再び学習させることで、分類方法を改善し
続けていくためのフィードバック サイクルの一部になる。 
 

⑧ 



Custom VisionをAPIとして使用する  

API 

Application Programming Interfaceの略称で、 
プログラムからソフトウェアを操作するためのインターフェイスのこと 

Custom Visionを 
プログラムから動かす 
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Custom VisionをAPIとして使用する 

Prediction URL と Prediction-Key をプログラムに入力することで
結果が得られた。 
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結果 それぞれのTagのProbability（確率） 

face:約99.94% 
heart:約0.17% 
flower:約0% 

face6.jpg 
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今後の予定：光クレヨンで描いている絵を識別させる。 
                         識別させるタイミングを検討する。 



まとめ 

• UDP通信を利用した光ポインタの作製 

• 画像認識のため、Custom VisionをAPIとして
の使用 

進捗状況 

• 光クレヨンからの画像識別ためC#を用いて
ペイントアプリを作製 

⑫ 


